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会社概要

名称及び代表者名

株式会社シムラ

代表取締役社長　置鮎　弘健

所在地

本　　社 神奈川県川崎市川崎区浜町4丁目4番9号

出光事業所 神奈川県川崎市川崎区水江町6-2

LPガス事業所 神奈川県川崎市川崎区水江町5-1

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 工事部 平木　隆一 TEL：044-355-6331

事業規模

エネルギー事業(LPガス及び潤滑油の構内業務の受託）

産業廃棄物収集運搬業

事業の規模

設立

資本金 万円

売上高 13億5,000 万円

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名 ： 株式会社シムラ

対象事業所 ： 本　　社

活　動 ： 石油類等の荷役業務

産業廃棄物収集運搬業

タンク洗浄業

延べ床面積 301.42㎡ 950.8㎡ 1424.8㎡

本　　社 出光事業所 LPガス事業所

作　業　員 43名 92名 30名

1948年9月1日

6,650

2



産業廃棄物収集運搬業許可一覧表
※産廃情報ネットに情報公開中です。

事業の範囲

産業廃棄物収集運搬業 特別管理産業廃棄物収集運搬業

2022年度　産業廃棄物収集運搬量

2022年度　特別管理産業廃棄物収集運搬量

廃油（特管） kg 11,200

廃棄物の種類 単位 収集運搬量

バン 1000kg 1台

バン 400kg 1台

廃プラ kg 390 キャブオーバ 8100kg 1台

汚泥 kg 159,900 キャブオーバ 2000kg 1台

廃油 kg 15,613 キャブオーバ 2000kg 1台

廃棄物の種類 単位 収集運搬量 キャブオーバ 2900kg 1台

1台

タンク車 2870kg 1台

キャブオーバ 1500kg 1台

〇 最大積載量 台数

がれき類 〇 〇 〇 タンク車 2870kg

〇 〇

金属くず 〇 〇 〇
車体の種類ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

陶磁器くず
〇 〇

ゴムくず 〇 〇 〇 感染性産業廃棄物

〇 〇木くず 〇 〇 〇

繊維くず 〇 〇 〇

紙くず 〇 〇 〇 特定有害産業廃棄物

排水銀等、金属等を

含む廃棄物

〇

〇 〇
廃プラスチック 〇 〇 〇

廃アルカリ 〇 〇 〇 廃アルカリ(pH12.5

以上のもの)
〇

廃酸(pH2.0以下のも

の)
〇 〇 〇

廃酸 〇 〇 〇

汚泥 〇 〇 〇

廃油 〇 〇 〇

神奈川県 千葉県

燃え殻 〇 〇 〇 廃油(揮発油類、灯

油類、軽油類)
〇 〇 〇

千葉県 第01250004317号 令和2年9月10日 令和7年9月9日

東京都 神奈川県 千葉県 東京都

東京都 第13-50-004317 平成30年7月13日 令和10年7月12日

神奈川県 01450004317 平成25年4月24日 令和12年8月14日

千葉県 第01200004317号 令和2年9月10日 令和7年9月9日

特別産業廃棄物収集運搬許可

登録番号 初回許可年月日 有効年月日

東京都 第13-00-004317号 平成30年7月13日 令和12年7月12日

神奈川県 01400004317 平成25年4月24日 令和12年8月14日

産業廃棄物収集運搬許可

登録番号 初回許可年月日 有効年月日
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環境方針

理　念

方　針

環境に関わる法律、条令、規制を遵守し、環境保全の向上に努めます。

代表取締役社長　置鮎　弘健

制定日　2021年11月1日

株式会社　シムラ

5 毎月のエネルギー使用量を見える化し、社員全員に当事者意識を持たせます。

6 環境推進委員会を設置し、適宜活動内容の見直し、環境活動目標の見直しに

努めます。

7 環境活動レポートは、社外にも開示します。

（1）二酸化炭素排出量の削減

（2）産業廃棄物排出量の削減

（3）一般廃棄物の削減と分別の推進

（4）上水道使用量の削減

（5）受託した産業廃棄物の収集運搬における環境への配慮

4 従業員に対して、この取り組みを浸透させるための活動及び教育を定期的に

行い、環境方針の理解と環境保全への意識向上に努めます。

株式会社シムラは、創業から約１００年にわたり、地域に根差した事業で社会に

貢献して参りました。今後も事業を展開するにあたり、人間が引き起こす環境問題

を当社としても重く受け止め、社員全員が当事者意識を持って、次世代の明るい未

来を実現できるよう環境配慮へ向けた取り組みを進めて参ります。

1 当社の事業活動を進めるうえで環境に及ぼす影響度を深く理解し、環境

目標を定め継続的改善に努めます。

2

3 当社の事業活動において重要とされる環境負荷低減への取組について、

以下に定め取り組みます。
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組織図及び役割・責任・権限表

4

環境事務局

　　1.環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

　　2.環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

　　3.環境目標、環境活動計画書原案の作成

　　4.環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ票の作成

　　5.環境関連法規等取りまとめ票に基づく遵守評価の実施

　　6.環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

　　7.組織内の推進組織

　　8.経営改善と環境への取組を一体的に運用することにより、

      効果をより高めることが出来る

　　9.社内教育の実施および社員からの意見の受付

部門責任者

　　1.自部門における環境経営システムの実施

　　2.自部門における環境経営方針の周知

　　3.自部門の従業員に対する教育訓練の実施

　　4.自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

　　5.特定された項目の手順書作成及び達成状況の報告

　　6.自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従　業　員
　　1.環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。

　　2.環境経営で決められたルールを遵守し、自主的・積極的に実践する。

役　割　・　責　任　・　権　限

代　　表　　者

　　1.環境管理責任者の任命

　　2.環境方針の制定

　　3.エコアクション21を運用し、維持するための経営資源を準備

　　4.環境経営システムの定期的見直しの実施

　　5.社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

　　1.環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

　　2.環境経営の取組結果や遵守評価の確認と代表者へ報告

　　3.環境経営目標、環境経営計画の確認

　　4.関連法規の取りまとめ表を確認

　　5.環境経営レポートの確認

(図 1 )組織図 代 表 取 締 役

置 鮎 弘 健

環 境 事 務 局

黒木 唯 青木 亜花子 冨田 夏帆

環 境 管 理 責 任 者

平 木 隆 一

出 光 事 業 所

部 門 責 任 者

小 嶋 啓 介

LPガス事業所

部 門 責 任 者

橋 口 実

工 事 部

鈴 木 秀 哉
部 門 責 任 者

全 従 業 員

(図2)役割・責任・権限表
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環境経営目標

　　※1　灯油及び都市ガスを使用してるが、少量のため目標化していない。

　　※2　化学物質は使用していない。

　　※3　次年度(2023/4～2024/3)の環境経営計画は、当該年度(2022/4～2023/3)の環境管理計画を強化する

運用期間相当 運用期間相当

2020年11月 2021年11月

～2021年1月 ～2022年1月

本社 （排出量） （排出量）

総量
67,172

kg-CO2

総量
13,027

kg-CO2

1％削減
66,500

kg-CO2

1％削減
12,897

kg-CO2

2％削減
65,829

kg-CO2

3％削減
65,157

kg-CO2

本社 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

37,017 kWh 9,319 kWh 36,647 kWh 9,226 kWh 36,277kWh 35,906 kWh

(17,472kg-CO2) (4,399kg-CO2) (17,297kg-CO2) (4,355kg-CO2) (17,123kg-CO2) (16,948kg-CO2)

本社 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

1,957 L 382 L 1,937 L 378 L  1,918 L 1,898 L

(4,540kg-CO2) (886kg-CO2) (4,495kg-CO2) (877kg-CO2) (4,449kg-CO2) (4,404kg-CO2)

工事部 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

3,491 L 592 L 3,456 L 586 L  3,421 L 3,386 L

(8,099kg-CO2) (1,373kg-CO2) (8,018kg-CO2) (1,360kg-CO2) (7,937kg-CO2) (7,856kg-CO2)

出光 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

249 L 50 L 247 L 49.5 L 244 L 242 L

（578kg-CO2) （116kg-CO2) （572kg-CO2) (114.8kg-CO2) （567kg-CO2) （561kg-CO2)

ＬＰ （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

218 L 59 L 216 L 58 L 214 L 211 L

（506kg-CO2) （137kg-CO2) （501kg-CO2) (136kg-CO2) （496kg-CO2) （491kg-CO2)

工事部 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

11,719 L 1,997 L 11,602 L 1,977 L 11,485 L 11,367 L

（30,235kg-CO2) （5,152kg-CO2) （29,933kg-CO2) (5,101kg-CO2) （29,630kg-CO2) （29,328kg-CO2)

出光 （処理量当り） （処理量当り） 1%削減 1%削減 2%削減 3%削減

2,225 L 375 L 2,203 L  371L 2,181 L 2,158 L

（5,741kg-CO2) （968kg-CO2) （5,683kg-CO2) (958kg-CO2) （5,626kg-CO2) （5,568kg-CO2)

本社 （産廃排出量） （産廃排出量） 5%削減 5%削減 10%削減 15%削減

3.29 t  960kg 3.13 t 912 kg 2.96 t 2.80 t

本社 （一廃排出量） （一廃排出量） 5%削減 5%削減 10%削減 15%削減

3,486 kg 1,088 kg  3,312 kg 1,034 kg 3,137 kg 2,963kg

本社 （水使用量） （水使用量） 1%削減 1%削減

801 m3 270 m3 793 m3 267 m3 維持管理 維持管理

工事部 車両事故「2」 車両事故「0」 車両事故「0」 車両事故「0」 車両事故「0」 継続

1.3  自動車燃料(軽油）使用量の削
減
　　　（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　　　　　2.58ｋｇ－CO2/L）

　①急ブレーキ､急発進の抑制
　②車両別タイヤ空気圧管理
　③夏季以外のカーエアコンの抑制

　　2．産業廃棄物排出量の削減
　　①3Rの周知徹底

　2.1 一般廃棄物排出量の削減
　①一般廃棄物の分別徹底
　②ペーパータオルの運用見直し
　　及び改善検討

3．水使用量の削減
①社内での節水への協力を見える化

4．受託した産業廃棄物の収集運搬
　　における環境への配慮
①ヒヤリハットを活用した事故を
　未然に防ぐ為の対策案の作成

通年(2020年4月
～2021年3月）

通年(2021年4月
～2022年3月）

　　 1．二酸化炭素排出量の削減

　  ①電力･化石燃料使用量削減
    ②作業効率の向上

　　　1.1 電力使用量の削減
　　　（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　　　0.472ｋｇ－CO2/ｋWh）
　　　①不使用時電源OFF
　　　②エアコン温度設定の最適化

1.2  自動車燃料(ガソリン）使用量の
削減
　　　（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　　　　　　2.32ｋｇ－CO2/L）

　①急ブレーキ､急発進の抑制
　②車両別タイヤ空気圧管理
　③夏季以外のカーエアコンの抑制

環境経営目標
及び環境経営計画

区分

基準（実績） 年度目標 中期目標

2020年度 2021年度

2022年度
(2022年4月

～2023年3月）

2023年度
（2023年4月

～2024年3月）
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環境経営目標及び環境経営計画と実績

1 二酸化炭素排出量の削減

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

1-1. 電気使用量の削減

1-2. ≪本社≫自動車燃料使用量の削減（ガソリン）

1-2. ≪工事部≫自動車燃料使用量の削減（ガソリン）

1-2. ≪出光≫自動車燃料使用量の削減（ガソリン）

1-2. ≪LP≫自動車燃料使用量の削減（ガソリン）

1-3. ≪工事部≫自動車燃料使用量の削減（軽油）

1-3. ≪出光≫自動車燃料使用量の削減（軽油）

1,393 L 〇

エコドライブの推進により、急発進、急ブレー

キの抑制等を、各自意識して取り組んでもらっ

たため。

2% 削減 2,225 L 2,181 L

10,104 L 〇

エコドライブの推進により、急発進、急ブレー

キの抑制等を、各自意識して取り組んでもらっ

たため。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 11,719 L 11,485 L

215 L ×

概ね達成。目標値に対し、1リットル増加した

要因として、本社への移動が増加したことが考

えられる。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 218 L 214 L

339 L × 車種変更の結果、給油量が増えたため。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 249 L 244 L

3,098 L 〇 遠方への出張が減少したため。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 3,491 L 3,421 L

1,684 L 〇

コロナウイルスの影響が緩和されてきたことに

より、公共交通機関を使っての移動が増えたた

め。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 1,957 L 1,918 L

33,497 kWh 〇

こまめな消灯やエアコンの設定温度を設ける等、各自

が意識して取り組んでいた。また、本社建屋の照明を

LEDに切り替えたことが大きな要因であると考えられ

る。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 37,017 kWh 36,277 kWh

目標値から大幅に削減することに成功した。

2022年12月に本社建屋の照明をLEDに切り替

えたことが大きな要因であると考えられる。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

2% 削減 67,172 65,829 61,637 〇

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因
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環境経営目標と実績

2 ≪本社・工事部≫産業廃棄物排出量の削減

≪本社≫一般産業廃棄物排出量の削減

3 ≪本社≫水使用量の削減

4 ≪本社≫受託した産業廃棄物の収集運搬における環境への配慮

車両事故「0」 車両事故「2」 車両事故「0」 車両事故「0」 〇 交通ルールの遵守、安全研修の徹底。

697 ㎡ 〇
こまめに水を止める等、各自意識して取り組ん

でもらったため。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

1% 削減 801 ㎡ 793 ㎡

ハンカチ持参によるペーパータオルの使用料削

減等、各自意識して取り組んでもらったため。

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因

達成もしくは未達成の要因

10% 削減 773 kg 696 kg 580 kg 〇

5,884 ㎏ ×
コロナ対策用の消耗品が増加し、目標未達成と

なった。

2-1.
年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価

10% 削減 3,290 ㎏ 2,961 ㎏

年度目標 基準年実績 目標値 結果（全体） 評価 達成もしくは未達成の要因
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環境活動の紹介

ポップの掲示（本社）

毎朝の本社周辺の清掃 社員への活動周知

環境ボランティアへの参加（出光事業所）

消火器訓練の様子
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環境関連法規などの遵守状況

当社に適用される主な環境関連法規は以下のとおりです。
2023年3月1日遵守評価の結果、これらへの違反はありませんでした。
なお、行政機関及び近隣からの苦情や違反の指摘・指導はありません。

消防法
危険物製造所等

設置許可
移動貯蔵タンク定期点検実施確認 〇 2023/3/1

自動車Nox・PM法 排ガス規制適用車

神奈川県大気水質課環境グループ

作成のディーゼル車運行規制対象者の

判断方法を基に各車両チェック

〇 2023/3/1

自動車リサイクル法 使用済自動車

引取業者への引き渡し

リサイクル費用の預託

⇒該当なし

〇 2023/3/1

フロン排出抑制法、

改正フロン排出抑制

法

業務用エアコン
エアコンの適切な場所への設置

敵点検と記録簿の保管
〇 2023/3/1

廃棄物処理法
一般廃棄物

産業廃棄物

許可業者と契約、処分、マニフェスト

発行と管理。管理票交付状況報告、処

理状況の確認

〇 2023/3/1

家電リサイクル法
エアコン、テレビ

冷蔵庫、洗濯機

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機の

家電4品目はメーカーの回収ルートに

のせて適正処理しなければならない。

（適正処理・処分）⇒該当なし

〇 2023/3/1

環境関連法規の名称 規制事項等 確認内容 遵守・評価 チェック日
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代表者による全体の評価と見直し

(1)確認事項及び見直し結果

（2）全体評価

6 実施体制 変更なし

4 環境関連法規等の遵守状況 法改正などの情報収集を怠らず対応していく。

5 外部からの苦情等について 事業所を含め外部からのクレームはなかった。

2 環境目標の実績および達成状況
社員の協力や様々な取り組みの結果、一部を除く各項目

については、目標達成できた。

3 環境活動計画の実施状況
定例会を設置していることで活動の進捗状況を把握でき

るようになった。

確認事項 見直しの結果

1 環境方針について 問題ないと判断し、現状を維持する。

今年度は、社員の協力や様々な取り組みによって、二酸化炭素排出量の削減目標を大きく達成するこ

とが出来た。これは、日頃の推進活動並びに社員の環境へ配慮した行動に加えて、主な要因としては

2022年12月に本社建屋の照明器具を蛍光灯からLEDへ切り替えたことが挙げられる。

今年度のその他の活動としては、2022年11月に本社にて消火器訓練を実施した。

本訓練では、本社社員に対し、建屋内における消火器の設置場所並びに使用方法等について、実技を

交えて指導を行った。これにより、社員の防火意識を高めることができた。

さらに、一般廃棄物の削減に向けては、マイハンカチの推奨や、ゴミを小さくまとめて捨てることで

一袋に詰める量を圧縮する等、日頃から全社員に向けて周知活動を行った。その結果、削減目標の達

成に繋がった。

一方で、各項目を分析すると、ガソリンの使用量については増加していることが分かった。

この原因としては、他事業所と本社間の打ち合わせが増えたことにより、車両移動が増加したこと等

が挙げられる。これは一概に負の要素とは言い切れないが、燃費効率については着目する必要がある。

今後、打ち合わせは内容により訪問形式からオンライン形式へ切り替える等といった対策の検討や、

各車両の燃費の把握・発信並びに燃費向上に繋がる運転方法の再周知を行っていく。

環境への取り組みは、社員一人ひとりの意識と行動変容が重要であり、日々の小さな積み重ねこそが

成果に繋がるものと考える。引き続き、社員皆が当事者意識を持ち、行動出来るよう日頃から推進し

ていく。
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